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13世紀、イタリア人マルコ・ポーロは、『東方見聞録』で日本を〝黄金の国ジパング″と記した。
我が国は世界有数の金、銀、銅の産出国であったが、今は金属資源のほぼすべてを海外に依存している。
しかし、日本列島のまわりの海底には豊かな鉱物資源が存在する。
次世代海洋資源調査技術（海のジパング計画）は、高効率な海洋資源調査技術を確立することで、世界
をリードする海洋資源調査産業の創出を目的とする。
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国土の12倍を超える 
“海のジパング”

およそ1,500万年前、日本列島のほ
とんどは海水に覆われ､海底にあった。

そこはアジア大陸の東端に2つの海
洋プレートが潜り込む世界でも稀な
場所で、海底火山活動など複雑・巨大
な力が働いており、その結果として弧
状列島が誕生したのである。海底火山
のマグマは鉱物を分離・濃縮する“溶
鉱炉”だ。我が国はその恩恵を受けて、
1,000年以上も前から金、銀、銅などの
希少金属を産出してきた。古代には金
で大陸文化を購い、中世には銀で南
蛮文化を採り入れ、明治維新の際も銅
を輸出して近代化を果たしてきた。しか
し、世界有数の金・銀・銅の産出国で
あった我が国も、現在は国内の主な鉱
山のほとんどが役割を終え、金属資源
のほぼ100%を輸入に依存している。

だが、列島を取りまく海に目を転じ
れば、そこに“海の黄金の国ジパング”
が眠っている。我が国は国土面積の
12倍を超える管轄海域を有している。
この広大な海の底に海底熱水鉱床や
コバルトリッチクラスト（コバルトを多
く含むマンガン鉱）など数多くの資源
が存在しているのである。
「我が国の陸の鉱床の代表である

黒鉱（亜鉛、銅、鉛、金、銀などを含む
黒い鉱石）は、海底で日本列島の原
型ができた頃に生まれたものです。同
じメカニズムのもとで、いままさに沖縄
海域と伊豆小笠原海域で新たな弧状
列島が形成されつつあり、その海域に
豊かな鉱床が育っています」と語るの
は、本プログラムのプログラムディレク
ターである浦辺徹郎氏である。

オールジャパンで世界を 
リードする調査技術を確立

浦辺氏は、高校時代に海底に存在
するマンガン団塊に関する新聞記事

を読み、「資源に乏しい我が国にとっ
てきわめて有望な開発」と確信して地
質学を選んだ。大学では鉱床学を専
攻し、日本各地に存在する黒鉱鉱床
の成因などの研究に取り組んできた。

大きな転機となったのは、工業技
術院地質調査所（現・産業技術総合
研究所）時代の1985年に、米国の有
人潜水艇アルビン号に搭乗し、世界
ではじめて発見された海底熱水鉱床
を研究する機会を得たことだ。

熱水が噴き出す海底では、マグマの
成分を溶かし込んだ熱水が冷えてさ
まざまな鉱物が沈殿し、鉱床をつくる。
日本近海にも海底熱水鉱床が多数あ
り、海洋研究開発機構（JAMSTEC）
をはじめ国の研究機関、大学などが
調査研究を進めてきた。さらに、深海
底にはコバルトリッチクラストやメタン
ハイドレード（メタンと水分子が結合・
結晶化した天然ガス資源）などの有
用資源があまねく存在しており、海洋
資源開発に注目が集まってきた。
「しかし、太陽光も電波も届かない

深海底は、潜水艇による『懐中電灯で
落し物を探す』ような調査手段しかな
かったため、その探査や調査は極めて
困難でした。ようやく最近になって、海

底下の様子を詳しく探るセンサーや、
それを搭載できる自律型海中探査ロ
ボット、効率よく試料を採取する遠隔
操作型海中ロボットなどが開発され、
調査に必要な要素技術が出そろいまし
た。大型船を用いて行う海底油田探査
などでは、我が国は海外の石油企業に
後れを取っていますが、海底鉱物資源
の調査では日本が先行者です。我が国
の海洋に関する科学技術を担う研究
開発機関がオールジャパンとして結集
し、総合的に海洋資源調査技術の高
度化を推進し、世界をリードする調査
技術を確立する必要があります。そして、
民間企業への成果の移管を通じて産
業化を図ることが、本プログラムの出口
戦略のひとつです」と浦辺氏はプログ
ラムが目指す目的を語る。

成因の研究、効率的な調査、 
環境・生物多様性保護を柱に

次世代海洋資源調査技術では、横
断的な府省庁の連携のもと、「海洋資
源の成因に関する科学的研究」「海洋
資源調査技術の開発」「生態調査・長
期監視技術開発」の３つの実施項目を
柱に研究開発が進められる。

●日本周辺の海底鉱物分布
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